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今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

賛
　
　
成

【
日
本
共
産
党
】

　
い
ま
、
国
民
の
所
得
は
減

り
続
け
て
い
る
。
中
小
企
業

は
長
期
に
わ
た
る
不
況
の
も

と
、
消
費
税
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
う
え
円
安
に

よ
る
原
材
料
高
で
二
重
の
苦

し
み
の
中
に
い
る
。
世
論
調

査
で
も
消
費
税
増
税
を
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
の
が
多
く

の
国
民
の
声
で
あ
る
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
都
市
計
画
税
が
平
成
22
年

度
か
ら
24
年
度
に
か
け
増
税

さ
れ
、
年
少
扶
養
控
除
廃
止

で
個
人
市
民
税
も
増
税
と
な

っ
た
。
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
・
運
営
を
民
間
の
利

益
追
求
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
で
同
手
法
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
地
方
固
有
の
財
源
を
国
が

奪
い
と
り
強
要
し
た
。
人
事

院
勧
告
も
行
わ
れ
ず
、
国
に

従
う
必
要
は
な
い
。
景
気
回

復
に
逆
行
す
る
。
行
政
改
革

に
よ
り
職
員
を
削
減
し
負
担

が
増
え
て
い
る
。
生
活
に
支

障
が
出
る
ほ
ど
多
額
の
削
減
。

市
民
の
た
め
に
働
く
行
政
に

す
る
た
め
に
も
見
送
る
べ
き
。

反
　
　
対

【
み
ん
な
の
党
】

　
本
議
案
は
地
区
住
民
の
定

義
が
曖
昧
で
、
市
内
在
住
で

な
い
外
国
人
で
も
協
議
会
へ

の
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
中

国
人
に
よ
る
土
地
や
水
な
ど

資
源
の
買
占
め
が
世
界
的
な

問
題
と
し
て
蔓
延
す
る
中
、

本
市
に
も
そ
の
よ
う
な
可
能

性
が
危
惧
さ
れ
る
。
よ
っ
て

本
議
案
に
反
対
で
あ
る
。

　
給
付
費
等
準
備
基
金
の
残

高
見
込
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
平
成
25
年
度
末
の
基
金
の

残
高
見
込
は
、
13
億
３
７
４

２
万
８
０
８
４
円
と
な
る
見

込
で
あ
る
。

　
剰
余
金
は
被
保
険
者
１
人

当
た
り
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の

剰
余
金
の
額
は
８
３
１
５
円

で
あ
る
。

　
前
年
度
８
億
円
の
剰
余
金

が
出
た
原
因
は
何
か
。

　
歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料

　
地
方
公
務
員
給
与
削
減
に

関
す
る
普
通
交
付
税
の
影
響

に
つ
い
て
、
実
際
の
算
定
結

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
本
算
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

給
与
削
減
の
み
の
算
定
情
報

が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
検
証
の
術
が
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
待
機
児
童
を
ど
の
よ
う
に

解
消
し
よ
う
と
計
画
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
今
年
度
は
、
民
間
保
育
所

２
園
の
新
設
と
１
園
の
増
改

　
こ
の
う
ち
、
建
築
物
・
土

地
利
用
に
関
す
る
規
制
誘
導

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
地
区

計
画
に
定
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
よ
り
実
効
性
を
伴

う
地
区
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と

し
て
有
効
な
手
法
と
な
り
得

る
も
の
で
あ
る
。

　
個
人
事
業
者
を
名
乗
れ
ば

外
国
人
も
協
議
会
に
参
加
で

き
る
。
中
国
人
の
土
地
の
買

い
占
め
が
問
題
視
さ
れ
る
昨

今
、
本
議
案
の
登
録
要
件
を

厳
し
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
登
録
の
要
件
と
し
て
は
、

そ
の
団
体
が
、
街
づ
く
り
の

推
進
を
目
的
と
し
て
組
織
さ

れ
、
地
区
住
民
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
街

づ
く
り
に
関
す
る
活
動
の
内

容
が
十
分
周
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
川
越
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
下
位

に
属
す
る
協
議
会
へ
の
配
慮

を
求
め
る
の
は
理
に
か
な
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
実
現
に
は
、
市
民
の
協

力
と
理
解
は
欠
か
せ
な
い
。

よ
っ
て
、
地
域
住
民
等
の
発

意
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
認
定

街
づ
く
り
の
た
め
の
条
例
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
区
街
づ
く
り
計
画
と
都

市
計
画
法
の
地
区
計
画
に
よ

る
街
づ
く
り
の
違
い
は
何
か
。

　
地
区
街
づ
く
り
計
画
は
、

建
築
物
・
土
地
利
用
・
環
境

美
化
活
動
・
防
犯
活
動
の
よ

う
に
様
々
の
街
づ
く
り
活
動

を
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課

題
は
何
か
。

　
近
年
、
地
域
社
会
が
成
熟

す
る
中
で
、
市
民
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
関
心
や
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
地
区
の
居
住
環
境
の
維
持

・
改
善
に
向
け
た
土
地
や
建

物
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
魅
力

づ
く
り
な
ど
、
市
民
主
体
の

　
市
民
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

か
が
重
要
だ
が
、
条
例
制
定

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
の
か
。

　
生
涯
を
通
じ
て
歯
科
疾
患

を
予
防
し
、
口
腔
機
能
を
維

持
し
、
歯
の
喪
失
を
抑
制
し

て
い
く
こ
と
は
、
栄
養
の
摂

取
だ
け
で
な
く
、
食
べ
る
喜

び
や
、
話
す
、
表
情
を
豊
か

に
す
る
な
ど
心
身
の
健
康
を

維
持
し
、
生
活
の
質
を
高
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

　
条
例
化
で
現
在
行
わ
れ
て

い
る
歯
科
事
業
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

　
条
例
に
基
づ
き
、
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
事

業
を
実
施
で
き
、
関
係
機
関

と
の
連
携
が
密
に
取
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な

歯
科
口
腔
保
健
事
業
が
展
開

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問答問

問問

答

計
画
も
市
民
の
意
見
の
一
つ

と
し
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
す
る
と

き
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
市
制
１
０
０
周
年
に
向
け

て
歩
み
出
し
た
本
年
、
こ
の

条
例
の
制
定
は
、
市
長
が
目

指
す
川
越
の
将
来
像
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

　
本
条
例
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
、
事
業
者
、
市

の
各
々
が
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
協
働
に
よ
る
街
づ
く

り
を
行
う
仕
組
み
を
定
め
た

も
の
で
あ
り
、
市
の
目
指
す

将
来
像
の
実
現
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
条
例
面
・

街
づ
く
り
面
の
観
点
か
ら
、

「
川
越
ら
し
さ
の
実
現
」
に

ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
。

　
条
例
面
で
は
、
地
区
住
民

等
の
発
意
で
街
づ
く
り
協
議

会
を
組
織
し
、
自
主
的
な
街

づ
く
り
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
街
づ
く
り
面
で
は
、
歴
史

や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

個
性
豊
か
な
都
市
の
実
現
に

向
け
協
働
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
重
点
地
区
の
指
定
」
と

あ
る
が
、
「
重
点
地
区
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

　
街
づ
く
り
重
点
地
区
は
、

総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
市
街
地
の
整
備
、

良
好
な
都
市
環
境
の
促
進
等

に
つ
い
て
重
点
的
に
地
区
街

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
地

区
で
あ
る
。

　
市
民
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

伺
う
。

　
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

市
民
の
街
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、

市
に
よ
る
援
助
を
活
用
し
な

が
ら
市
民
自
ら
主
体
的
に
街

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

促
進
さ
れ
る
結
果
、
地
区
の

特
性
を
生
か
し
た
個
性
的
で

魅
力
あ
る
街
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

問答問答

議
案
第
72
号

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例

【
公
明
党
】

議
案
第
73
号

地
区
街
づ
く
り
推
進
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
み
ん
な
の
党
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
77
号

な
ぐ
わ
し
公
園
整
備
事
業
用
地
の
取
得

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

が
当
初
見
込
を
上
回
っ
た
こ

と
な
ど
、
ま
た
、
歳
出
で
は

保
険
給
付
費
が
当
初
見
込
を

下
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
剰
余
金
の
額
や
基
金
残
高

を
考
え
る
と
保
険
料
を
軽
減

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
保
険

料
変
更
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
今
後
、
介
護
保
険
給
付
費

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
中
、
介
護
保
険
料

を
改
定
し
、
引
き
下
げ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

議
案
第
85
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】

討

論

議
案
第
66
号

議
案
第
73
号

議
案
第
54
号

請
願
第
３
号

議
案
第
88
号

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
日
本
共
産
党
】

　
な
ぐ
わ
し
公
園
用
地
の
取

得
面
積
、
１
㎡
単
価
及
び
経

緯
と
内
容
を
問
う
。

　
取
得
面
積
は
、
約
１
万
５

９
８
５
㎡
で
、
１
㎡
で
５
万

９
２
１
８
円
で
あ
る
。
新
清

掃
セ
ン
タ
ー
用
地
で
取
得
し
、

そ
の
後
都
市
公
園
に
位
置
づ

け
さ
れ
た
。
第
２
期
以
降
の

分
で
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
取
得
の
考
え
と
整
備
計
画

を
伺
う
。

　
不
足
ぎ
み
の
駐
車
場
と
防

災
面
の
効
果
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
整
備
計
画
は
、

芝
生
広
場
や
駐
車
場
、
せ
せ

ら
ぎ
を
計
画
し
て
い
る
。

　
取
得
予
定
地
な
ど
か
ら
の

土
搬
出
量
を
問
う
。

　
土
の
搬
出
す
る
量
は
、
約

１
万
㎥
の
予
定
で
あ
る
。

　
土
搬
出
工
事
の
安
全
対
策

を
問
う
。

　
通
学
、
通
勤
時
間
な
ど
に

配
慮
し
、
「
ぴ
こ
あ
」
利
用

者
や
周
辺
地
域
の
皆
様
に
も

周
知
、
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
芝
生
広
場
に
計
画
し
て
い

る
駐
車
場
の
内
容
を
伺
う
。

　
「
ぴ
こ
あ
」
駐
車
場
の
北

側
に
芝
生
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
95
台
、
「
ぴ
こ
あ
」
西

側
に
25
台
の
駐
車
場
を
計
画

し
て
い
る
。

　
芝
生
広
場
に
遊
具
は
、
設

置
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
芝
生
広
場
の
遊
具
は
、
大

型
の
複
合
遊
具
を
計
画
し
て

お
り
、
子
供
達
に
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
整
備
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
年
度
取
得
す
る
芝
生
広

場
は
、
平
成
26
年
度
以
降
、

早
期
に
整
備
を
開
始
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
残
り
の
エ

リ
ア
は
、
調
整
池
、
多
目
的

グ
ラ
ン
ド
、
健
康
交
流
ゾ
ー

ン
を
整
備
す
る
計
画
で
い
る
。

芝
生
広
場
の
整
備
に
続
き
、

順
次
事
業
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
。

　
公
共
交
通
を
補
完
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
観
光

振
興
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し

て
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
継
続

的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
各
公
園
遊
具
改
修
は
自
治

会
や
市
民
が
求
め
る
も
の
を

反
映
し
て
い
る
の
か
。

　
今
回
の
改
修
は
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
既
存
の
施
設

と
同
様
の
も
の
を
再
整
備
す

る
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

は
重
要
と
考
え
設
計
段
階
で

自
治
会
へ
の
説
明
を
行
う
予

定
で
い
る
。

　
川
越
市
の
待
機
児
童
減
少

目
標
人
数
と
保
育
整
備
目
標

量
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
当
初
ま
で
に

１
３
５
人
、
平
成
27
年
度
当

初
ま
で
に
３
８
０
人
の
保
育

量
を
拡
大
し
、
待
機
児
童
数

を
０
人
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

問答 問 答

問答答 問問 答問

問答問答 答

築
を
予
定
し
て
い
る
。
来
年

度
は
、
定
員
90
人
以
上
の
保

育
所
３
園
を
目
途
に
事
業
者

を
公
募
中
で
あ
る
。
「
待
機

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
積
極

的
に
事
業
を
進
め
た
い
。

答答 問 問問 答 問答

答答 問問

問答問答問答問答問答

問答

答答
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今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

賛
　
　
成

【
日
本
共
産
党
】

　
い
ま
、
国
民
の
所
得
は
減

り
続
け
て
い
る
。
中
小
企
業

は
長
期
に
わ
た
る
不
況
の
も

と
、
消
費
税
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
う
え
円
安
に

よ
る
原
材
料
高
で
二
重
の
苦

し
み
の
中
に
い
る
。
世
論
調

査
で
も
消
費
税
増
税
を
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
の
が
多
く

の
国
民
の
声
で
あ
る
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
都
市
計
画
税
が
平
成
22
年

度
か
ら
24
年
度
に
か
け
増
税

さ
れ
、
年
少
扶
養
控
除
廃
止

で
個
人
市
民
税
も
増
税
と
な

っ
た
。
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
・
運
営
を
民
間
の
利

益
追
求
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
で
同
手
法
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
地
方
固
有
の
財
源
を
国
が

奪
い
と
り
強
要
し
た
。
人
事

院
勧
告
も
行
わ
れ
ず
、
国
に

従
う
必
要
は
な
い
。
景
気
回

復
に
逆
行
す
る
。
行
政
改
革

に
よ
り
職
員
を
削
減
し
負
担

が
増
え
て
い
る
。
生
活
に
支

障
が
出
る
ほ
ど
多
額
の
削
減
。

市
民
の
た
め
に
働
く
行
政
に

す
る
た
め
に
も
見
送
る
べ
き
。

反
　
　
対

【
み
ん
な
の
党
】

　
本
議
案
は
地
区
住
民
の
定

義
が
曖
昧
で
、
市
内
在
住
で

な
い
外
国
人
で
も
協
議
会
へ

の
参
加
が
可
能
で
あ
る
。
中

国
人
に
よ
る
土
地
や
水
な
ど

資
源
の
買
占
め
が
世
界
的
な

問
題
と
し
て
蔓
延
す
る
中
、

本
市
に
も
そ
の
よ
う
な
可
能

性
が
危
惧
さ
れ
る
。
よ
っ
て

本
議
案
に
反
対
で
あ
る
。

　
給
付
費
等
準
備
基
金
の
残

高
見
込
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
平
成
25
年
度
末
の
基
金
の

残
高
見
込
は
、
13
億
３
７
４

２
万
８
０
８
４
円
と
な
る
見

込
で
あ
る
。

　
剰
余
金
は
被
保
険
者
１
人

当
た
り
い
く
ら
に
な
る
か
。

　
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の

剰
余
金
の
額
は
８
３
１
５
円

で
あ
る
。

　
前
年
度
８
億
円
の
剰
余
金

が
出
た
原
因
は
何
か
。

　
歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料

　
地
方
公
務
員
給
与
削
減
に

関
す
る
普
通
交
付
税
の
影
響

に
つ
い
て
、
実
際
の
算
定
結

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
本
算
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

給
与
削
減
の
み
の
算
定
情
報

が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
そ
の
検
証
の
術
が
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
待
機
児
童
を
ど
の
よ
う
に

解
消
し
よ
う
と
計
画
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
今
年
度
は
、
民
間
保
育
所

２
園
の
新
設
と
１
園
の
増
改

　
こ
の
う
ち
、
建
築
物
・
土

地
利
用
に
関
す
る
規
制
誘
導

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
地
区

計
画
に
定
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
よ
り
実
効
性
を
伴

う
地
区
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と

し
て
有
効
な
手
法
と
な
り
得

る
も
の
で
あ
る
。

　
個
人
事
業
者
を
名
乗
れ
ば

外
国
人
も
協
議
会
に
参
加
で

き
る
。
中
国
人
の
土
地
の
買

い
占
め
が
問
題
視
さ
れ
る
昨

今
、
本
議
案
の
登
録
要
件
を

厳
し
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
登
録
の
要
件
と
し
て
は
、

そ
の
団
体
が
、
街
づ
く
り
の

推
進
を
目
的
と
し
て
組
織
さ

れ
、
地
区
住
民
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
街

づ
く
り
に
関
す
る
活
動
の
内

容
が
十
分
周
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
川
越
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
下
位

に
属
す
る
協
議
会
へ
の
配
慮

を
求
め
る
の
は
理
に
か
な
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
実
現
に
は
、
市
民
の
協

力
と
理
解
は
欠
か
せ
な
い
。

よ
っ
て
、
地
域
住
民
等
の
発

意
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
認
定

街
づ
く
り
の
た
め
の
条
例
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
区
街
づ
く
り
計
画
と
都

市
計
画
法
の
地
区
計
画
に
よ

る
街
づ
く
り
の
違
い
は
何
か
。

　
地
区
街
づ
く
り
計
画
は
、

建
築
物
・
土
地
利
用
・
環
境

美
化
活
動
・
防
犯
活
動
の
よ

う
に
様
々
の
街
づ
く
り
活
動

を
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課

題
は
何
か
。

　
近
年
、
地
域
社
会
が
成
熟

す
る
中
で
、
市
民
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
関
心
や
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
地
区
の
居
住
環
境
の
維
持

・
改
善
に
向
け
た
土
地
や
建

物
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
魅
力

づ
く
り
な
ど
、
市
民
主
体
の

　
市
民
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

か
が
重
要
だ
が
、
条
例
制
定

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
の
か
。

　
生
涯
を
通
じ
て
歯
科
疾
患

を
予
防
し
、
口
腔
機
能
を
維

持
し
、
歯
の
喪
失
を
抑
制
し

て
い
く
こ
と
は
、
栄
養
の
摂

取
だ
け
で
な
く
、
食
べ
る
喜

び
や
、
話
す
、
表
情
を
豊
か

に
す
る
な
ど
心
身
の
健
康
を

維
持
し
、
生
活
の
質
を
高
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

　
条
例
化
で
現
在
行
わ
れ
て

い
る
歯
科
事
業
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

　
条
例
に
基
づ
き
、
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
事

業
を
実
施
で
き
、
関
係
機
関

と
の
連
携
が
密
に
取
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
な

歯
科
口
腔
保
健
事
業
が
展
開

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問答問

問問

答

計
画
も
市
民
の
意
見
の
一
つ

と
し
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
す
る
と

き
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
市
制
１
０
０
周
年
に
向
け

て
歩
み
出
し
た
本
年
、
こ
の

条
例
の
制
定
は
、
市
長
が
目

指
す
川
越
の
将
来
像
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

　
本
条
例
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
、
事
業
者
、
市

の
各
々
が
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
協
働
に
よ
る
街
づ
く

り
を
行
う
仕
組
み
を
定
め
た

も
の
で
あ
り
、
市
の
目
指
す

将
来
像
の
実
現
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
条
例
面
・

街
づ
く
り
面
の
観
点
か
ら
、

「
川
越
ら
し
さ
の
実
現
」
に

ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
。

　
条
例
面
で
は
、
地
区
住
民

等
の
発
意
で
街
づ
く
り
協
議

会
を
組
織
し
、
自
主
的
な
街

づ
く
り
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
街
づ
く
り
面
で
は
、
歴
史

や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

個
性
豊
か
な
都
市
の
実
現
に

向
け
協
働
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
重
点
地
区
の
指
定
」
と

あ
る
が
、
「
重
点
地
区
」
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

　
街
づ
く
り
重
点
地
区
は
、

総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
市
街
地
の
整
備
、

良
好
な
都
市
環
境
の
促
進
等

に
つ
い
て
重
点
的
に
地
区
街

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
地

区
で
あ
る
。

　
市
民
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

伺
う
。

　
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

市
民
の
街
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、

市
に
よ
る
援
助
を
活
用
し
な

が
ら
市
民
自
ら
主
体
的
に
街

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

促
進
さ
れ
る
結
果
、
地
区
の

特
性
を
生
か
し
た
個
性
的
で

魅
力
あ
る
街
の
実
現
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。

問答問答

議
案
第
72
号

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例

【
公
明
党
】

議
案
第
73
号

地
区
街
づ
く
り
推
進
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
み
ん
な
の
党
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
77
号

な
ぐ
わ
し
公
園
整
備
事
業
用
地
の
取
得

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

が
当
初
見
込
を
上
回
っ
た
こ

と
な
ど
、
ま
た
、
歳
出
で
は

保
険
給
付
費
が
当
初
見
込
を

下
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
剰
余
金
の
額
や
基
金
残
高

を
考
え
る
と
保
険
料
を
軽
減

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
保
険

料
変
更
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
今
後
、
介
護
保
険
給
付
費

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
中
、
介
護
保
険
料

を
改
定
し
、
引
き
下
げ
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

議
案
第
85
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】

討

論

議
案
第
66
号

議
案
第
73
号

議
案
第
54
号

請
願
第
３
号

議
案
第
88
号

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
日
本
共
産
党
】

　
な
ぐ
わ
し
公
園
用
地
の
取

得
面
積
、
１
㎡
単
価
及
び
経

緯
と
内
容
を
問
う
。

　
取
得
面
積
は
、
約
１
万
５

９
８
５
㎡
で
、
１
㎡
で
５
万

９
２
１
８
円
で
あ
る
。
新
清

掃
セ
ン
タ
ー
用
地
で
取
得
し
、

そ
の
後
都
市
公
園
に
位
置
づ

け
さ
れ
た
。
第
２
期
以
降
の

分
で
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
取
得
の
考
え
と
整
備
計
画

を
伺
う
。

　
不
足
ぎ
み
の
駐
車
場
と
防

災
面
の
効
果
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
整
備
計
画
は
、

芝
生
広
場
や
駐
車
場
、
せ
せ

ら
ぎ
を
計
画
し
て
い
る
。

　
取
得
予
定
地
な
ど
か
ら
の

土
搬
出
量
を
問
う
。

　
土
の
搬
出
す
る
量
は
、
約

１
万
㎥
の
予
定
で
あ
る
。

　
土
搬
出
工
事
の
安
全
対
策

を
問
う
。

　
通
学
、
通
勤
時
間
な
ど
に

配
慮
し
、
「
ぴ
こ
あ
」
利
用

者
や
周
辺
地
域
の
皆
様
に
も

周
知
、
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
芝
生
広
場
に
計
画
し
て
い

る
駐
車
場
の
内
容
を
伺
う
。

　
「
ぴ
こ
あ
」
駐
車
場
の
北

側
に
芝
生
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
95
台
、
「
ぴ
こ
あ
」
西

側
に
25
台
の
駐
車
場
を
計
画

し
て
い
る
。

　
芝
生
広
場
に
遊
具
は
、
設

置
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
芝
生
広
場
の
遊
具
は
、
大

型
の
複
合
遊
具
を
計
画
し
て

お
り
、
子
供
達
に
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
整
備
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
年
度
取
得
す
る
芝
生
広

場
は
、
平
成
26
年
度
以
降
、

早
期
に
整
備
を
開
始
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
残
り
の
エ

リ
ア
は
、
調
整
池
、
多
目
的

グ
ラ
ン
ド
、
健
康
交
流
ゾ
ー

ン
を
整
備
す
る
計
画
で
い
る
。

芝
生
広
場
の
整
備
に
続
き
、

順
次
事
業
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
。

　
公
共
交
通
を
補
完
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
観
光

振
興
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し

て
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
継
続

的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
各
公
園
遊
具
改
修
は
自
治

会
や
市
民
が
求
め
る
も
の
を

反
映
し
て
い
る
の
か
。

　
今
回
の
改
修
は
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
既
存
の
施
設

と
同
様
の
も
の
を
再
整
備
す

る
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

は
重
要
と
考
え
設
計
段
階
で

自
治
会
へ
の
説
明
を
行
う
予

定
で
い
る
。

　
川
越
市
の
待
機
児
童
減
少

目
標
人
数
と
保
育
整
備
目
標

量
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
当
初
ま
で
に

１
３
５
人
、
平
成
27
年
度
当

初
ま
で
に
３
８
０
人
の
保
育

量
を
拡
大
し
、
待
機
児
童
数

を
０
人
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

問答 問 答

問答答 問問 答問

問答問答 答

築
を
予
定
し
て
い
る
。
来
年

度
は
、
定
員
90
人
以
上
の
保

育
所
３
園
を
目
途
に
事
業
者

を
公
募
中
で
あ
る
。
「
待
機

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
積
極

的
に
事
業
を
進
め
た
い
。

答答 問 問問 答 問答

答答 問問

問答問答問答問答問答

問答

答答


